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大
学
紛
争
に
思
う

�

今
中　

比
呂
志

１�

．�

広
島
大
学
紛
争
の
発
端
は
、
一
九
六
九
年
一
月
の
米
原
子
力
空
母
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
の
佐
世
保
入
港
だ
っ
た
。
当
時
、
教
養
部
教
官
だ
っ
た
私
は
、
同

僚
の
伊
藤
虎
丸
、
白
石
理
哉
、
鶴
岡
英
一
、二
瓶
敏
、
三
木
英
夫
、
三
浦
澄

雄
氏
ら
と
と
も
に
「
教
養
部
教
官
若
手
の
会
」
を
つ
く
り
、
伊
藤
氏
が
執
筆

し
た
『
大
学
自
治
と
学
生
問
題
―
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
に
際
し
て
考
え

る
』
に
六
一
名
の
教
養
部
教
官
の
賛
成
署
名
を
集
め
た
。
そ
の
目
的
の
一
つ

は
、
す
で
に
寄
港
反
対
運
動
の
た
め
「
武
装
」
し
て
佐
世
保
入
り
を
決
め
て

い
た
広
島
大
学
学
友
会
の
学
生
諸
君
の
佐
世
保
行
き
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る

説
得
を
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
学
友
会
の
加
藤
委
員
長
に
た
い
す
る

私
た
ち
の
説
得
は
成
功
せ
ず
、
多
く
の
学
生
が
闘
争
に
参
加
し
逮
捕
さ
れ

た
。
大
衆
化
し
た
大
学
に
お
い
て
、
全
学
の
新
入
生
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
教
養
部
主
導
で
実
施
し
た
り
、
教
養
部
教
育
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
な
ど
の
努
力
を
重
ね
て
き
た
私
た
ち
は
、
教
師
と
し
て
の
指
導

の
限
界
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

　
　

�

一
九
六
八
年
一
月
の
「
学
園
問
題
全
共
闘
会
議
」
の
結
成
に
始
ま
る
広
島
大

学
紛
争
の
背
景
に
は
、
同
年
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
の
欧
米
諸
国
で
巻
き
起
こ
っ
た
教
育
制
度
民
主
化
要
求
の
学
生
運
動

が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
国
内
的
に
は
、
東
大
の
「
安
田
講
堂
占
拠
事
件
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
日
本
の
六
〇
年
代
の
反
安
保
闘
争
、
ベ
ト
ナ
ム

反
戦
闘
争
、
原
子
力
空
母
の
佐
世
保
寄
港
反
対
闘
争
な
ど
の
反
権
力
闘
争
が

各
大
学
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　

�

広
島
大
学
の
全
共
闘
派
は
、
当
初
か
ら
新
左
翼
の
な
か
で
も
中
核
派
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
り
、
そ
の
独
特
の
革
命
路
線
を
進
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼

ら
に
は
権
力
闘
争
に
た
い
す
る
敗
北
感
か
ら
生
ず
る
焦
燥
感
と
挫
折
感
が
あ

り
、ま
た
哲
学
的
に
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
、ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
陥
る
必
然
性
が
あ
っ

た
。�

（
淺
川
淑
彦
「
全
共
闘
諸
君
の
状
況
」
一
九
六
九
年
六
月
八
日
参
照
）

２�

．�

中
核
派
の
狙
い
は
、「
日
本
帝
国
主
義
国
家
」
の
打
倒
に
あ
っ
た
。
そ
の
「
革

命
」
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
術
と
し
て
、
彼
ら
は
戦
後
日
本
で
「
大
学

自
治
」
に
よ
り
警
察
権
力
か
ら
の
研
究
と
教
育
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
き
た

大
学
を
、
新
た
な
反
権
力
闘
争
の
拠
点
と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
砦
」
の
思
想

で
あ
る
。
中
核
派
は
、
大
学
を
「
国
家
権
力
の
末
端
機
構
」
と
位
置
付
け
、

ま
た
学
生
に
た
い
す
る
大
学
教
員
の
成
績
評
価
を
「
単
位
認
定
権
力
」
と
規

定
し
た
。
同
時
に
、
中
核
派
は
大
学
を
、
学
生
が
労
働
力
商
品
と
し
て
生
産

さ
れ
る
資
本
主
義
工
場
で
あ
る
と
し
て
、
大
学
の
「
解
体
」
を
主
張
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
破
壊
」
の
思
想
で
あ
る
。
国
家
権
力
の
底
辺
た
る
大
学
の
「
解

体
」
は
、
自
動
的
に
国
家
権
力
そ
れ
自
体
の
「
解
体
」、
す
な
わ
ち
「
日
本

帝
国
主
義
国
家
」
の
「
崩
壊
」
に
至
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
か
つ
て
の
ロ
シ
ア

で
す
で
に
破
綻
ず
み
の
安
易
な
バ
ク
ー
ニ
ズ
ム
の
再
現
で
あ
る
。
し
か
し
一

方
で
、
彼
ら
に
は
「
日
本
帝
国
主
義
国
家
」
の
「
解
体
」
後
の
未
来
社
会
に

つ
い
て
の
展
望
が
ま
っ
た
く
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
社
会
観
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
傾
斜
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
彼
ら
の
大
学
「
解
体
」
論
は
、
彼
ら
と
は
思
想
信
条
を
異
に
す
る
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紛争座談会参加記

集
団
と
個
人
に
た
い
す
る
学
内
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
合
理
化
し
、「
正
義
」
化
し

た
。
そ
の
た
め
に
一
般
学
生
も
含
め
何
人
も
の
無
抵
抗
の
学
生
が
負
傷
し
、

な
か
に
は
テ
ロ
を
逃
れ
よ
う
と
し
て
総
合
科
学
部
六
階
か
ら
転
落
し
死
亡
し

た
学
生
も
あ
っ
た
。
彼
ら
に
は
、
社
会
経
験
の
未
熟
さ
か
ら
く
る
歴
史
的
状

況
判
断
の
甘
さ
が
あ
り
、
ま
た
逮
捕
学
生
の
身
柄
引
き
受
け
を
教
職
員
に
要

求
す
る
な
ど
社
会
・
大
学
に
た
い
す
る
甘
え
の
感
情
が
あ
っ
た
。�

（「
バ
リ

ケ
ー
ド
封
鎖
の
論
理
と
問
題
点
」
学
内
通
信
、N

o.5.

参
照
）

３�

．�

中
核
派
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
た
「
広
島
大
学
全
学
共
闘
会
議
」
は
、
闘
争
初

期
に
は
、「
生
協
設
立
」「
寮
炊
婦
の
定
員
化
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
経
済
的

要
求
」
に
よ
っ
て
多
数
の
学
生
を
結
集
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
よ
う

に
し
て
彼
ら
が
掲
げ
た
八
項
目
要
求
は
、
大
学
「
改
革
」
の
範
囲
を
超
え
る

も
の
で
は
な
く
、「
話
し
合
い
」
で
解
決
可
能
の
課
題
で
あ
っ
た
た
め
、
大

学
当
局
は
、
全
共
闘
の
要
求
に
は
徹
底
し
た
「
話
し
合
い
」
路
線
で
対
応
し

よ
う
と
し
た
。
全
共
闘
側
が
再
三
要
求
し
た
大
学
会
館
で
の「
教
養
部
団
交
」

に
、
教
養
部
は
対
応
し
て
き
た
。
全
共
闘
側
は
、
教
養
部
教
官
の
一
人
ひ
と

り
を
追
及
し
た
。
私
の
場
合
は
、
学
生
生
活
委
員
と
し
て
、
し
ば
し
ば
学
生

デ
モ
に
随
伴
し
た
行
為
が
追
及
さ
れ
、
学
生
補
導
体
制
の
あ
り
方
が
批
判
さ

れ
た
。
そ
の
過
程
で
、
中
核
派
は
単
な
る
「
話
し
合
い
」
路
線
か
ら
、
大
学

「
解
体
」
路
線
（
政
治
路
線
）
へ
の
転
換
を
企
図
し
て
、大
学
の
「
バ
リ
ケ
ー

ド
封
鎖
」（
砦
化
＝
占
拠
）
を
強
行
し
、
教
職
員
や
一
般
学
生
を
東
千
田
町

の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
学
外
へ
追
放
し
た
。
一
方
、
大
学
教
員
側
で
も
全

共
闘
運
動
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
て
、
大
学
改
革
の
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
っ

た
。
飯
島
学
長
下
の
大
学
改
革
委
員
会
が
当
初
、
課
題
と
し
た
の
は
、「
学

生
部
解
体
」、
紛
争
の
発
火
点
と
な
っ
た
教
養
部
の
改
組
、
全
学
部
に
基
礎

を
お
く
五
領
域
大
学
院
設
置
、
大
学
の
移
転
統
合
な
ど
の
諸
問
題
で
あ
っ

た
。
も
と
よ
り
、
中
核
派
の
政
治
路
線
は
大
学
改
革
を
目
指
す
も
の
で
は
な

く
、
全
共
闘
中
核
派
に
よ
る
大
学
の
「
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
大
学
改
革
に
役
立
ち
う
る
と
す
る
一
部
教
員
の
「
封
鎖
」
効
用
論
の
誤

り
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

�

（
飯
島
宗
一
「
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
に
つ
い
て
」
学
内
通
信
、N

o.5.

参
照
）

４�

．�

文
部
省
は
、
全
国
の
国
立
大
学
に
対
し
て
、
た
び
た
び
学
園
の
秩
序
維
持
の

た
め
の
「
通
達
」
を
発
し
、
大
学
紛
争
解
決
と
「
封
鎖
」
解
除
の
た
め
の
自

主
努
力
を
も
と
め
て
き
た
が
、
大
学
の
授
業
計
画
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

を
目
前
に
し
て
、
遂
に
「
大
学
の
運
営
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
が
成
立
し

た
。（
一
九
六
九
年
八
月
七
日
法
律
第
七
〇
号
）
同
法
に
よ
り
、
広
島
大
学

が
「
紛
争
大
学
」
の
指
定
を
受
け
れ
ば
、「
臨
時
大
学
問
題
審
議
会
」
の
勧

告
に
よ
り
「
教
育
等
の
休
止
及
び
停
止
」
な
ど
の
厳
し
い
措
置
を
受
け
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
広
島
大
学
と
し
て
は
、
自
主
解
決
の
た
め
の
切
羽
詰
っ
た
立

場
に
た
た
さ
れ
て
い
た
。
広
島
大
学
評
議
会
は
、
一
九
六
九
年
七
月
、
大
学

正
常
化
の
た
め
に
各
学
部
長
か
ら
な
る
対
策
本
部
を
設
置
し
、
ま
た
学
長
を

長
と
す
る
総
括
班
会
議
を
設
置
し
て
紛
争
の
自
主
解
決
の
た
め
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
そ
れ
は
「
話
し
合
い
」
に
よ
る
「
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
」
解
除
の

可
能
性
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
従
来
か
ら
の
「
話
し
合

い
」
路
線
を
放
棄
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
た
と
え
大
学
側
の
「
自
主
的

判
断
」
に
よ
っ
て
警
察
権
力
に
よ
る
「
封
鎖
」
解
除
が
行
わ
れ
て
も
、
学
生

と
の
「
話
し
合
い
」
は
当
然
継
続
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
学
生
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は
本
来
、
教
職
員
と
と
も
に
大
学
の
構
成
員
自
治
の
重
要
な
構
成
部
分
だ
か

ら
で
あ
る
。
教
職
員
お
よ
び
学
生
と
の
「
話
し
合
い
」
を
不
可
能
に
し
て
い

る
物
理
的
障
害
「
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
」
を
解
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
話
し

合
い
」
の
場
を
回
復
し
、
真
の
大
学
改
革
を
自
主
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

５�

．�

一
九
六
九
年
八
月
一
七
日
の
「
封
鎖
」
解
除
は
、
総
括
班
に
よ
っ
て
事
前
に

周
到
に
準
備
さ
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
対
策
本
部

は
、「
封
鎖
」
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
南
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学
部
に
設
置

さ
れ
た
。
解
除
の
当
日
は
、
学
生
委
員
・
広
報
委
員
だ
っ
た
私
は
、
午
前
五

時
に
工
学
部
の
対
策
本
部
に
召
集
さ
れ
て
い
た
が
、
午
前
二
時
頃
に
就
寝
中

の
吉
島
の
自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
演
説
に
た
た
き

起
こ
さ
れ
、
東
千
田
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
向
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
前

に
は
、
す
で
に
警
察
機
動
隊
の
車
列
が
駐
車
し
て
お
り
、
ま
た
新
聞
社
の
車

両
も
あ
り
、
周
辺
に
は
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
中
核
派
は
、
大
学
本

部
篭
城
組
と
本
部
前
の
宇
品
線
デ
モ
組
の
二
正
面
作
戦
で
機
動
隊
と
対
峙
す

る
計
画
を
立
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
予
定
さ
れ
た
時
間
通
り
、
本

部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
機
動
隊
が
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
正
門
バ
リ
ケ
ー
ド
を

除
去
し
、
続
い
て
本
部
の
封
鎖
解
除
に
向
か
っ
た
。
本
部
の
各
階
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、
六
階
建
て

の
本
部
を
解
放
す
る
に
は
二
日
を
要
し
た
。
篭
城
学
生
た
ち
は
、
本
部
六
階

の
庇
に
雨
戸
を
立
て
か
け
、
そ
こ
か
ら
火
炎
瓶
や
石
を
投
げ
て
抵
抗
し
た
。

火
炎
瓶
は
、
隣
接
す
る
木
造
二
階
建
て
の
元
本
部
建
物
を
炎
上
さ
せ
た
。
機

動
隊
は
催
涙
弾
と
放
水
車
で
対
抗
し
た
。
屋
上
の
バ
リ
ケ
ー
ド
は
、
警
察
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
風
圧
で
簡
単
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
八
月
一
八
日
、
昼
頃
、

濡
れ
ね
ず
み
の
よ
う
に
な
っ
た
顔
面
蒼
白
の
篭
城
学
生
二
九
名
が
数
珠
繋
ぎ

に
さ
れ
て
本
部
か
ら
連
れ
だ
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
中
核
派
学
生
だ
け
で

な
く
一
般
学
生
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門

前
の
宇
品
線
電
車
通
り
で
は
、
数
百
名
の
学
生
デ
モ
隊
と
警
察
機
動
隊
と
の

間
で
数
時
間
に
わ
た
る
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

�

（「
ザ
・
ロ
ン
ゲ
ス
ト
・
デ
ー
」
広
島
県
警
察
機
動
隊
奮
戦
記
参
照
）

６�

．�「
封
鎖
」解
除
後
、機
動
隊
の
一
部
が
大
学
の
要
請
で
本
部
に
駐
留
し
た
た
め
、

暫
く
は
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
「
平
穏
な
」
状
況
が
回
復
し
た
。
し
か
し
授

業
開
始
と
と
も
に
、
中
核
派
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、「
外
人
部
隊
」
に
よ

る
授
業
妨
害
も
あ
っ
た
。
授
業
の
正
常
化
に
は
、
そ
の
後
も
教
職
員
の
な
み

な
み
な
ら
ぬ
苦
労
が
続
い
た
。
そ
の
間
、大
学
改
革
委
員
会
の
作
業
が
進
み
、

教
養
部
の
総
合
科
学
部
へ
の
組
織
替
え
が
行
わ
れ
、
西
條
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

学
部
の
統
合
移
転
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
五
領
域
大
学
院
設
置
の
課
題
も
果

た
し
、
飯
島
学
長
体
制
は
、
大
き
な
試
練
を
乗
り
越
え
た
と
い
え
る
。
紛
争

解
決
と
そ
の
後
の
大
学
再
生
へ
の
出
発
点
を
画
し
た
飯
島
宗
一
学
長
の
若
さ

（
柔
軟
性
）、
使
命
感
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
）、
見
識
（
適
確
な
現
状
認
識
と

状
況
判
断
）
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
飯
島
体
制

の
下
で
、
広
島
大
学
は
「
自
主
的
紛
争
解
決
」
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
そ
の
後
の
大
学
改
革
の
歩
み
は
、「
自
主
的
改
革
」
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
。
最
近
の
「
改
革
」
の
動
き
を
み
て
い
る
と
、

学
外
の
「
民
間
」
主
導
の
「
改
革
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と

え
ば
、
国
立
大
学
法
人
化
（
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
っ
て
、
従
来
の
教
授
会
自
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治
を
基
本
と
し
た
大
学
自
治
の
考
え
方
が
修
正
さ
れ
、
逆
に
学
長
権
限
が
強

化
さ
れ
て
、
大
学
は
学
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
の
行
政
組
織

に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、
今
年
七
月
に
行
わ
れ
た
山

形
大
学
長
選
挙
で
は
、
学
長
や
学
外
委
員
一
四
名
で
構
成
さ
れ
る
「
学
長
選

考
会
議
」
が
、
学
内
選
挙
で
最
高
得
票
を
え
た
学
長
候
補
者
を
学
長
に
選
定

し
て
い
な
い
。ま
た
、大
学
の
効
率
的
経
営
を
も
と
め
る
運
営
費
交
付
金
カ
ッ

ト
と
大
学
の
研
究
分
野
に
お
け
る
競
争
原
理
の
導
入
も
問
題
で
あ
る
。
研
究

教
育
の
「
商
品
」
価
値
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
地
道
な
基
礎
的
研
究
分
野

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
最
近
の
文
教
政
策
が
、
大
学
教
授
会
や
教

育
現
場
の
「
自
主
的
・
民
主
的
判
断
」
を
基
礎
と
し
て
進
め
ら
れ
る
の
で
は

な
く
、
国
や
財
界
（
経
済
財
政
諮
問
会
議
）
の
主
導
に
よ
っ
て
「
上
か
ら
」

発
議
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
大
学
は
、
主

体
的
に
自
主
的
に
改
革
を
進
め
る
契
機
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
さ
え
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
生
み
だ
し
つ
つ
あ
る
大
学
の
根
本
原

因
を
、
私
は
全
共
闘
運
動
が
目
指
し
た
「
大
学
自
治
」
の
破
壊
（
大
学
解
体

論
）
に
見
出
し
た
い
。
事
実
、
紛
争
後
は
、
大
学
は
文
字
通
り
「
甲
羅
の
な

い
蟹
」
と
な
り
、
と
く
に
一
般
学
生
は
大
学
自
治
の
主
体
た
る
自
意
識
を
喪

失
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
飯
島
学
長
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
到
来
を

も
っ
と
も
心
配
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

�

飯
島
学
長
は
、
あ
く
ま
で
も
大
学
の
「
自
主
的
民
主
的
改
革
」
を
意
図
し
、

そ
の
た
め
に
は
教
職
員
と
学
生
と
か
ら
な
る
「
構
成
員
自
治
」
の
再
建
を
念

頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　

�

学
長
が
学
生
と
の
徹
底
的
「
対
話
」
路
線
を
重
視
さ
れ
た
の
も
、
そ
う
い
う

意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　

�

世
界
ト
ッ
プ
三
〇
に
は
い
る
研
究
業
績
に
は
、
教
員
各
自
の
い
っ
そ
う
の
努

力
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
同
時
に
教
職
員
と
学
生
が
一
体
と

な
っ
た
そ
う
し
た
改
革
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と
し
た
共
同
研
究
体
制
の
構
築

も
不
可
欠
な
の
で
は
な
い
か
。
広
島
大
学
に
は
日
本
学
士
院
賞
の
受
賞
者
が

六
名
い
る
か
ら
、
研
究
水
準
は
決
し
て
低
く
は
な
い
し
、
将
来
性
は
あ
る
と

思
う
。
広
島
大
学
の
今
後
の
自
主
的
で
民
主
的
な
研
究
教
育
活
動
に
期
待
し

た
い
。�

（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
三
日
）




